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平成 30 年 11 月 定例教育委員会々議録 

 

１ 日  時   平成 30 年 11 月 27 日（火） 午後１時 30 分～ 

 

２ 定例教育委員会 

開催場所   会議室３０１ 

 

３ 出席委員の氏名 

   教 育 長   仲 野   孝   教育長職務代理者  黒 川 優 子 

委   員   山 崎 克 弥   委     員   中 野 信 男 

   委   員   斎 藤 純 郎 

 

４ 欠席委員の氏名 

   委   員  秦   久美子 

 

５ 説明のため出席した職員 

教 育 次 長  山 田 公 一   主     幹  二 平 芳 信     

学校教育課長  宮 路 一 規   子 育 て 支 援 課 長  白 井 健 次      

社会教育課長  更 科 明 大   指 導 主 事  大 井 玲 子 

 

６ 本委員会書記 

  学校教育課  太 田 和 行 他２名  

 

７ 傍聴人 

     １名 

 

８ 会議に付議した事件 

 

諸報告 

  （１）行事報告及び行事予定 

   （２）教育長報告 

   （３）寄附報告 

 

 専決処分の報告について 

報告第 15 号 共催・後援の教育長専決報告について 
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 その他 

(1) 燕キャプテンミーティングの実施について 

 

９ 閉 会 

 

 

 

 

会議録     別紙のとおり  
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１．開 会 宣 言     午後１時 30 分～ 

 

２．会議録署名委員の指名  中 野 信 男 委 員 

 

３．諸報告 

（１）行事報告及び行事予定について 

  〈各課長が報告〉 

 

○委員（黒川 優子） 

 12 月１日に南相馬市で行われる「南相馬市スポーツ復興祈念 第 31 回野馬追の里

健康マラソン大会及び第 7 回みらい夢こども交流事業」とは、どのようなイベント

なのか。 

 

○教育長（仲野 孝） 

 南相馬市が災害協定を結んでいる全国22の自治体をマラソン大会に招待している

もので、燕市からは、分水ジュニア陸上教室の子どもたちが参加して今年で３回目

となる。併せて行われているこども交流事業では、全国から集まった子どもたちが

手作りの名刺を交換したり、ワークショップに参加したりして交流を深めている。 

 

○委員（中野 信男） 

 11 月 21 日に平成 30 年度第２回子ども・子育て会議が行われたとのことだが、会

議の目的と第１回目、第２回目の審議内容を教えていただきたい。また、会議の出

席者はどのようなメンバーになっているのか。 

 

○子育て支援課長（白井 健次） 

 会議の目的は、子育て施設の必要量を把握するために行うニーズ調査の進捗状況

を報告し、聴取した意見を計画に反映することである。また、保育園等の定員につ

いての審議も行う。 

 平成 30 年度第１回の会議では、平成 29 年度の事業についての報告を行い、第２

回の会議では、今後実施する第２期燕市子ども子育て支援事業計画ニーズ調査の調

査項目について、ご意見をいただいた。 

 会議の出席者は、燕市子ども・子育て会議委員の 15 名で、保護者の代表、産業界、

一般公募など幅広い分野から参加していただき、それぞれの経験から様々な意見を

いただいている。 
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（２）教育長報告 

〈仲野教育長が以下のとおり報告〉 

 

１ はじめに 

 ○ 今年も早いもので１ヶ月余りとなった。降雪や凍結の日には、児童生徒の登

下校や教職員の通勤に十分な注意が必要となることから校長に指導したい。 

 ○ 教育委員会では、いよいよ新年度の当初予算編成が本格化するが、財政的に

厳しい中、必要な予算は確保するように努めたい。次年度は、小学校の普通教

室にエアコンを整備する予定で準備を進めているが、取扱要領を作成するなど

して、エコに配慮した節電も呼び掛けていきたい。 

  

２ 学校給食に係るアレルギー症状の発症 

 〇 11 月 13 日(火)に東部学校給食センターで給食を提供している学校において

給食を食べた児童生徒のうち、目元の腫れや体の痒みなどを訴えた者が複数出

たことについては、先日配布させていただいた資料のとおりである。 

 〇 アレルギー症状の発症については、真摯に受け止め発症した原因を特定した

いと考えている。食物アレルギーの可能性は低いものの、発症した児童生徒と

その保護者の皆様にはご心配をかけることになり、申し訳ないと考えている。 

 〇 現在は、検査機関に検体を提出し、調査している最中である。また、新規に

アレルギーが発症した児童生徒の保護者の皆様には、安全安心な給食を提供す

るため、医療機関でのアレルギー検査などを勧めさせていただいた。 

 

３ 市内中学校におけるいじめによる負傷事故 

 〇 11 月 13 日(火)に中学生が消しゴムを同学年の生徒に投げたところ、その消し

ゴムが右目にあたりけがをするという事故が起こった。 

 〇 これまで校長会などをとおして、いじめの防止や早期発見などを繰り返し指

導するとともに、先般は県教育委員会から講師を招き、いじめの事例から学ぶ

校長研修会を開催した矢先に、このような残念な事故が起き、関係者の皆様に

もご心配をおかけした。 

 〇 現在、詳細な調査をしているが、明らかにいじめと取れる行動があるため、

事故に至った原因や今後の対応について専門委員会を開催することにした。 

 〇 このたびの事故による被害生徒の一刻も早い心と体の回復を願うとともに、

教職員には、アンテナを高くし、相手の心や気持ちを大切にした学びの中で、

いじめのない学校づくりにしっかりと取り組んでもらいたいと考えている。 
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４ 11 月の行事より 

 (1) 燕ジュニア検定(11/5) 

〇 第７回目の燕ジュニア検定が行われた。３年生以上の受検者は、2,645 人で

受検率は 97.5％となり、多くの児童が受検してくれた。 

〇 今年は、問題集を改定し検定を実施したが、Ａクラスの満点者数や平均点

は概ね良好であった。なお、表彰式を来月８日(土)に行うことにしている。 

 (2) 燕市西蒲原郡小学校研究協議会(11/8) 

    〇 新学習指導要領では、本年度から移行措置として小学校３・４年生で新た

に外国語活動が始まり、５・６年生の外国語は授業時数が増えることになる。 

  〇 今、小学校では国語や算数、理科や音楽などの教科の学習に加え、プログ

ラミング教育、外国語活動、環境教育、防災教育、がん教育、人権同和教育

など以前と変り、小学校で様々なことが求められている。 

  〇 このたびの研究協議会は、吉田北小学校で行われ、３年生と６年生で外国

語活動の公開授業及び協議会を実施した。特に３年生の授業では、授業をす

る先生や参観している先生方にも笑顔で「ハロー」と会話しながら授業がは

じまるとともに、児童は、先生が英語で発問することに対して、楽しみなが

ら英語で答えていた。先ず、外国語活動は、英語に慣れること、表現するこ

と(ゼスチャー)、そして何よりも英語の授業を楽しむことにある。 

 (3) 教育長等教育行政幹部職員セミナー(11/10) 

  ○ このセミナーは「多様化する教育課題に、教育行政はどう立ち向かうか」

をテーマに教育行政と首長部局の連携、教職員の業務改善、学校と地域・家

庭との連携などについて講義や協議をとおした研鑽や情報交換の場である。 

  ○ 午前は「教職員の働き方改革」と題して、文部科学省文部科学戦略官であ

る伯井美徳氏の講義があり、午後は「教職員の働き方改革を考える」と題し

て、埼玉県戸田市教育委員会教育長である戸ヶ崎勤氏の講義、その後は、「学

校の組織運営体制の在り方」の研究協議を行った。 

 (4) 吉田高校と分水高校の合同学校説明会(11/17)        

  ○ 燕市と弥彦村が県教育委員会に提出した特色化の提案書に係る取り組みと

して、学校案内や生徒が企画したリーフレットなどを使用し、両校の説明会

を市役所のつばめホールで開催した。 

  ○ 中学生とその保護者などおよそ 60 人の参加があり、各高校の校長や生徒が

自校の様子をＰＲをするとともに、市教育委員会からは、出前講座や行政が

関わる事業と地元企業が参画するサポート協議会について説明した。 

 (5) 平成 30 年度燕・弥彦ＰＴＡ連絡協議会の合同懇談会(11/17) 

  ○ この懇談会では、新学習指導要領の改訂に伴い、「プログラミング教育」

や「外国語活動」、「教職員の働き方改革」などの説明させていただいた。 

  〇 なお、次年度の事務局校は分水小学校に決まるとともに、教育委員会への
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要望等についても学校教育課長から回答させていただいた。 

  ○ また、今年８月 24 日(金)、25 日(土)に行われた第 66 回日本ＰＴＡ全国研

究大会新潟大会が成功裏に終了したことに対して感謝と慰労を申し上げた。 

 (6) 平成 30 年度第２回教育支援委員会(11/22) 

  ○ H31 年度に小中学校などに入学予定の児童生徒が、入学後に適切な支援が行

われるよう、専門の医師や特別支援学校の教員、各校の特別支援コーディネ

ーターや健康づくり課及び社会福祉課の職員を交えて委員会を実施した。 

    ○ 会議では、７月の第１回教育支援委員会で各園や学校から報告をいただき、

８月に専門委員が園児や児童生徒の様子を直接見て、さらに就学前健康診断

の学習適応検査結果に基づいた適切な支援の検討や保護者との面談も行い、

就学に係る一定の方向性を出すことができたものと考えている。 
 
○委員（中野 信男） 
 11月13日(火)に東部学校給食センターで給食を提供している学校において、アレ

ルギー症状の発症があったとのことだが、その後も給食は通常通り提供されている

のか。 

 

○教育長（仲野 孝） 
 給食の提供は継続している。なお、11月13日（火）に東部学校給食センターで提

供された給食と同じ献立が、11月16日（金）に西部学校給食センターで提供される

予定だったため、それについては一部献立の変更を行った。 
 
（３）寄附報告 
  〈宮路学校教育課長が説明〉 
 
４．専決処分の報告について 

報告第 15 号 共催・後援の教育長専決報告について 

１件の後援について 

    〈更科社会教育課長が説明〉 

 

５．その他 

(1) 燕キャプテンミーティングの実施について 

〈宮路学校教育課長が説明〉 

 

 

６．閉 会    午後２時 05 分 
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   教 育 長    仲野 孝         

 

 

 

 

   会議録署名委員    中野 信男        

 

 

 

 

   会議録調整者    矢川 麻里子       

 

 

 

 

 

 

 


